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千住博明, 林　史子, 須山隆之, 本田徳鷹, 梅山泰裕, 道津洋介, 竹本真之輔, 山口博之, 福田　実, 迎　寛: 多発性内

分泌腺腫I型（MENI）合併胸腺カルチノイドの1例. 第84回日本呼吸器学会・日本結核非結核性抗酸菌症病学会九

州支部春季学術講演会 : 69, 2020.
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迎　寛: 多発性内分泌腺腫I型（MENI）合併胸腺カルチノイドに対してエベロリムスが有効であった１例. 第39

回日本胸腺研究会 : 53, 2020.
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芦澤和人: がん遺伝子パネル検査の実装～がんゲノム医療拠点病院の立場より～. CRCと臨床試験のあり方を考

える会議2020 in長崎 20回:  2020.

芦澤和人: 肺癌のCT診断の基本. 第61回日本肺癌学会学術集会 60(60): 50, 2020.

白石健悟, 千住博明, 林　史子, 須山隆之, 梅山泰裕, 道津洋介, 竹本真之輔, 山口博之, 福田　実, 黒田揮志夫, 田畑
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